
阿智村事務事業評価シート
担当者 協働活動推進課 協働活動係

①事務事業の概要

H20 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

金額 項目 金額 項目 金額

委託金 1,500

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 1,000 1,350 1,500 3,000 1,500

うち一般財源 1,000 1,350 1,500 1,500

うち補助金 3,000

うち個人負担
正規職員
臨時職員

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 b

b

a

a

有効性 B

効率性 a

b

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 8/23 婚活パーティー  参加者数：男性24名　女性23名  （成立カップル8組）
9/12,13　ぬくもり婚活① 参加者数：男性４名　女性２名
10/31,11/1　ぬくもり婚活②  参加者数：男性８名　女性４名
12/5,6 ぬくもり婚活③  参加者数：男性８名　女性４名
12/24　ホッと　ＨＯＴ　クリスマス　場所：銀座NAGANO　参加者：西部3村から8人、首都圏から8人

実績・効果

根拠法

結婚を希望する未婚者

実施目的 結婚を希望する未婚者を支援する。未婚者が異性と出会う機会を創出し、未婚者が主体的に自分の
人生をつくる支援を行う。これにより少子化対策に寄与する。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

未婚者対策事業

総合計画での位置づけ

村内外からの参加を募り、多様な出会いがあるこ
とが必要

５．持続可能な村、住民が主体の村／定住人口の増加／若者定住

B

委託費の増額をすることなく努力している

出会いの場を活かせるようイベントを工夫した

判定理由

当事者からのニーズは必ずしも高くない

対処療法ではあるが一定の効果はある

未婚者にであいの場を提供することができた。
ぬくもり婚活については阿智村の魅力を活かした婚活を実施した。これによりであいの場でありなが
ら、地元の人は地域の良さを見直す機会ともなった。
銀座NAGANOで婚活をすることにより、移住を希望する都市在住者との交流を小規模ながらはかるこ
とができた。
また事業に取り組むスタッフ自身が未婚者増加の背景を学んだり、地域と若者について考える場と
なっている。

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

少子化対策は国あげての課題となっている

B

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 結婚相談事業に取り組み、婚活を希望する人を総合的に応援する体制を整える。さらに若者が主体
的に取り組める場をつくるなど婚活と銘打たない交流の場をつくることを検討する。

イベントへの村内参加者の減少が続いている。婚活自体が一般的になりつつあるが、婚活を好まな
い人も少なくない。そもそもなぜ結婚に至らないのかという点を考え、社会のあり方をみんなで考える
ことが必要。

B

参加者から自己負担金をもらっている

異性と出会う機会の提供にはなっている

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


